
1

a, b, cを整数とし，aを 2以上 50以下の偶数とする．a, b, cがこの順で等比数列

であり，b, c, 2
9
a がこの順で等差数列であるとする．このような整数の組 (a, b, c)

を解答用紙 Bの (ア)欄 (省略)にすべて記せ．
(19 慶應大 商 1(3))

【答】 (18, 12, 8), (36, − 6, 1), (36, 24, 16)

【解答】
a, b, cがこの順で等比数列をなすから

ac = b2 …… 1⃝

が成り立ち，b, c, 2
9
aがこの順で等差数列をなすから

b+ 2
9
a = 2c …… 2⃝

が成り立つ．
2
9
a = 2c− bが整数だから，a は 9の倍数である．さらに aは 2以上 50以下の偶数だから

a = 18 または a = 36

のいずれかである．

( i ) a = 18のとき

「 1⃝ かつ 2⃝」⇐⇒
{
b2 = 18c

2c = b+ 4
⇐⇒

c = b+ 4
2

b2 = 18 · b+ 4
2

第 2式は

b2 − 9b− 36 = 0

(b+ 3)(b− 12) = 0

∴ b = −3, 12

b = −3のとき c = 1
2
となり，cが整数であることに反する．

b = 12のとき c = 8であり，適する．
(ii) a = 36のとき

「 1⃝ かつ 2⃝」⇐⇒
{
b2 = 36c

2c = b+ 8
⇐⇒

c = b+ 8
2

b2 = 36 · b+ 8
2

第 2式は

b2 − 18b− 144 = 0

(b+ 6)(b− 24) = 0

∴ b = −6, 24

b = −6のとき c = 1であり，適する．
b = 24のとき c = 16であり，適する．

以上 ( i )，(ii)から

(a, b, c) = (18, 12, 8), (36, − 6, 1), (36, 24, 16) ……（答）

である．


